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省 63 20 1,260 0.9 1,134
県、市、都市 697 5 3,485 0.8 2,788
行政村、町 11,055 1 11,055 0.8 8,844
全国計  - - 15,800 - 12,766
表：2015年までに食品安全に関して継続的養成が
必要となる保健分野の専門家の需要予測






















































ハイズオン医療技術大学の実習風景　（2009 年 10 月）
































































































































  ベトナムにおける栄養と食の安全 ベトナムにおける食品安全分野の専門家育成について
く、国家のグローバル社会への参入にも対応するものである。
2011年から2015 年における主な事業内容
① 研修事業
　中央、省、県、末端の各レベルで、食品安全分野で働く専門家
の80%が、食品安全の専門分野において必要な研修を修了するよ
うにする。
・研修プログラムの詳細と教程を作成する。
・2011年から2015年にかけて継続して専門家の育成を行う。
・2013年と2015年に評価を行う。
② 教育用資料の作成
　食品安全分野の専門家育成機関のシステムの中で、短大、大学、
大学院が共通通して用いることの各種資料を作成し発行する。
・ 食品安全に関する教育を行う短大の教育において、教育プ
ログラムの概略、具体的内容、および、教程。
・ 予防医学専科医師養成の、そして、将来的には食品栄養
安全専科のための、詳細なプログラムと教程。
・ 食品安全専科の上級専科医師および修士を養成する、詳
細なプログラムと教程。
③ 教員の養成
　事業に参加する主たる教育養成機関において食品安全教育を行
う教員に対して、専門分野の教育を持続的に行う。
④ 評価
　事業について中間評価と最終評価を行い、2015年から2020年
の次期5 ヶ年における食品安全の専門家育成の計画を作成する。
おわりに
　ベトナムにおける食品安全の現状は、健康に対して多くの高いリ
スクを抱えたままである。それに対して、食品安全の専門家育成は、
積極的に推進されつつあるものの、互いに連携が取れているとは
いえない。そしてまた、食品安全の専門家の数と能力（見識と実践）
も、実際の需要に十分対応できるものだとは言い難い。食品安全
分野の専門的見識と技能を備えた専門家のネットワーク構築と人
材育成を適時に行うことは、ベトナムの現在と未来における食品安
全の諸問題を解決するために、必要不可欠な事業であり、最も基
本となる道筋であるといえる。
